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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　箱状の本体カバーに収容されている同一の複数のカプセルのうちの少なくとも１つを選
択的に購入者に払い出す物品払出装置であって、
　前記本体カバー内を仕切って前記複数のカプセルを収容する収容部と、
　ストッパによるロック状態が解除されると前記本体カバーに対して回転操作が可能とな
るハンドルと、
　前記ハンドルの回転操作に連動して回転して前記収容部に収容されている前記複数のカ
プセルのうちの少なくとも１つである仮払カプセルを前記収容部から送り出す縦回転のド
ラム機構と、
　前記ドラム機構によって前記収容部から送り出された前記仮払カプセルが載置され、か
つ前記本体カバーに対して揺動するシーソーと、
前記シーソーを第１方向に傾けることによって前記シーソーに載っている前記仮払カプセ
ルを前記本体カバー内から前記購入者に払い出すカプセル払出ボタンと、前記シーソーを
第２方向に傾けることによって前記シーソーに載っている前記仮払カプセルを打ち上げ位
置に送り出すカプセル取換ボタンと、
　前記打ち上げ位置に位置する前記仮払カプセルをばねの付勢力によって打ち上げる打ち
上げ機構と、
　前記打ち上げ機構を操作するためのレバーと、
　前記打ち上げ機構によって打ち上げられた後の落下途中の前記仮払カプセルが入ること
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で抽選可能とし前記収容部に戻す当たりポケットと、
　前記打ち上げ機構によって打ち上げられた後の落下途中の前記仮払カプセルが入ること
で前記本体カバー内から前記購入者に払い出す出口と、
　前記当たりポケットから前記収容部に戻る前記仮払カプセルによって作動して前記スト
ッパのロック状態を解除し、前記ハンドルの回転操作を再度可能とするリプレイ機構と、
を備えている物品払出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、物品払出装置に関し、詳しくは、ハンドルを操作すると収容部に収容されて
いる複数の物品のうちの少なくとも１つの物品を払い出すことができる物品払出装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ハンドルを操作すると収容部に収容されている複数の物品のうちの少なくと
も１つの物品を払い出すことができる物品払出装置が既に知られている。このような物品
払出装置は、いわゆる、ガチャガチャと呼ばれており、物品として、小さな菓子や小さな
玩具等の景品が入ったカプセルが採用されている。ここで、下記特許文献１には、硬貨を
投入しなければハンドルを操作することができないタイプの物品払出装置が開示されてい
る。これにより、物品の販売を無人でも行うことができるため、販売の収益性を高めるこ
とができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－２１２４３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した特許文献１の技術では、景品に複数の種類が存在していても、
購入者は、自身が欲しい種類の景品を選ぶことができなかった。例えば、菓子が入ってい
るカプセルや玩具が入っているカプセルが存在していても、購入者は、菓子が入っている
カプセルを選ぶことができなかった。そのため、不必要な景品を払い出してしまう（購入
してしまう）ことがあった。
【０００５】
　本発明は、このような課題を解決しようとするもので、その目的は、不必要な物品の払
い出しを極力抑えることができる物品払出装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記の目的を達成するためのものであって、以下のように構成されている。
請求項１に記載の発明は、箱状の本体カバーに収容されている同一の複数のカプセルのう
ちの少なくとも１つを選択的に購入者に払い出す物品払出装置であって、前記本体カバー
内を仕切って前記複数のカプセルを収容する収容部と、ストッパによるロック状態が解除
されると前記本体カバーに対して回転操作が可能となるハンドルと、前記ハンドルの回転
操作に連動して回転して前記収容部に収容されている前記複数のカプセルのうちの少なく
とも１つである仮払カプセルを前記収容部から送り出す縦回転のドラム機構と、前記ドラ
ム機構によって前記収容部から送り出された前記仮払カプセルが載置され、かつ前記本体
カバーに対して揺動するシーソーと、前記シーソーを第１方向に傾けることによって前記
シーソーに載っている前記仮払カプセルを前記本体カバー内から前記購入者に払い出すカ
プセル払出ボタンと、前記シーソーを前記第２方向に傾けることによって前記シーソーに
載っている前記仮払カプセルを打ち上げ位置に送り出すカプセル取換ボタンと、前記打ち
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上げ位置に位置する前記仮払カプセルをばねの付勢力によって打ち上げる打ち上げ機構と
、前記打ち上げ機構を操作するためのレバーと、前記打ち上げ機構によって打ち上げられ
た後の落下途中の前記仮払カプセルが入ることで抽選可能とし前記収容部に戻す当たりポ
ケットと、前記打ち上げ機構によって打ち上げられた後の落下途中の前記仮払カプセルが
入ることで前記本体カバー内から前記購入者に払い出す出口と、前記当たりポケットから
前記収容部に戻る前記仮払カプセルによって作動して前記ストッパのロック状態を解除し
、前記ハンドルの回転操作を再度可能とするリプレイ機構と、を備えていることを特徴と
する構成である。
　この構成によれば、物品は、物品払出装置から払い出される（本払いされる）前に、一
旦、仮払いされた状態となる。そして、仮払いされた物品が欲しい商品であれば、そのま
ま、物品を払い出すことができる（本払いできる）。一方、仮払いされた物品の商品が欲
しくない商品であれば、抽選に進むことができ、この抽選に当たれば、再度、別の物品を
仮払いできる。したがって、欲しい商品の物品が仮払いされるまで、物品の払い出しを繰
り返すことができるため、欲しくない商品の物品の払い出しを極力抑えることができる。
もちろん、抽選に外れると、仮払いされた物品は、そのまま、払い出される（本払いされ
る）。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施例に係る物品払出装置の全体斜視図である。
【図２】図１を背面側から見た斜視図である。
【図３】図１の内部の側面図である。
【図４】図１の分解斜視図である。
【図５】図４の遊技パネルの拡大図である。
【図６】図５の遊技パネルの動作を説明する図であり、カプセルが送られてきた状態を示
す図である。
【図７】図６において、カプセルが抽選されている状態を示す図である。
【図８】図７において、抽選が当たった状態を示す図である。
【図９】図７において、抽選が外れた状態を示す図である。
【図１０】図４のハンドル機構の拡大図であり、ハンドルを組み付けた状態を示す図であ
る。
【図１１】図１０を左右逆側から見た斜視図である。
【図１２】図１１のハンドル機構の動作を説明する図であり、コインが投入される前の状
態を示す図である。
【図１３】図１２において、コインが投入された状態を示す図である。
【図１４】図１３において、ハンドルを操作している途中状態を示す図である。
【図１５】図１４において、ハンドルの操作が完了した状態を示す図である。
【図１６】図４のドラム機構の拡大図である。
【図１７】図１６を背面側から見た斜視図である。
【図１８】図１７のドラム機構の動作を説明する図であり、カプセルが搬送されてきた状
態を示す図である。
【図１９】図１８において、ハンドルを操作している途中状態を示す図である。
【図２０】図１９において、ハンドルの操作が完了した状態を示す図である。
【図２１】図４の選択機構の拡大図である。
【図２２】図２１の分解斜視図である。
【図２３】図２２の選択機構の動作を説明する図であり、カプセルが送られてきた状態を
示す図である。
【図２４】図２３を左右逆側から見た斜視図である。
【図２５】図２３において、カプセル払出ボタンが押された状態を示す図である。
【図２６】図２４において、カプセル取替ボタンが押された状態を示す図である。
【図２７】図４の打ち上げ機構の拡大図である。
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【図２８】図２７を左右逆側から見た斜視図である。
【図２９】図２８の分解斜視図である。
【図３０】図２７の打ち上げ機構の動作を説明する図であり、カプセルが送られてきてい
る途中状態を示す図である。
【図３１】図３０を左右逆側から見た斜視図である。
【図３２】図３０において、カプセルが送られてきた状態を示す図である。
【図３３】図３２を左右逆側から見た斜視図である。
【図３４】図３２において、レバーを操作している状態を示す図である。
【図３５】図３４を左右逆側から見た斜視図である。
【図３６】図３４において、カプセルが打ち上げられている途中状態を示す図である。
【図３７】図３６を左右逆側から見た斜視図である。
【図３８】図３７において、カプセルの打ち上げが完了した状態を示す図である。
【図３９】図３８を左右逆側から見た斜視図である。
【図４０】図４のリプレイ機構の拡大図である。
【図４１】図４０を背面側から見た斜視図である。
【図４２】図４０を左右逆側から見た斜視図である。
【図４３】図４２のリプレイ機構の動作を説明する図であり、カプセルが送られてきた状
態を示す図である。
【図４４】図４３において、ハンドルを操作している途中状態を示す図である。
【図４５】図４４において、ハンドルの操作が完了した状態を示す図である。
【図４６】図１の物品払出装置の動作を説明するフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明を実施するための形態を、図１～４６を用いて説明する。まず、図１～４
を参照して、本発明の実施例に係る物品払出装置１の全体構成を説明する。なお、この物
品払出装置１から払い出される物品として、小さな菓子や小さな玩具等の景品が少なくと
も１つ入った透明なカプセルＣを例に説明することとする。なお、後述する物品払出装置
１の動作の説明において、このカプセルＣは複数存在しており、景品も複数の種類が存在
することとする。
【００１０】
　この物品払出装置１は、主として、その本体の上下左右前後の６面を覆う本体カバー（
ベースカバー１０、フロントカバー２０、リアサイドカバー６０、アッパカバー８０）と
、この本体カバーの内部に組み付けられる各種機構（ハンドル機構１００、ドラム機構２
００、選択機構３００、打ち上げ機構４００、リプレイ機構５００）とから構成されてい
る。以下に、これら本体カバーと、各種機構とを個別に説明していく。
【００１１】
　まず、本体カバーから説明していく。本体カバーは、既に説明したように、ベースカバ
ー１０、フロントカバー２０、リアサイドカバー６０、アッパカバー８０とから構成され
ている。ベースカバー１０は、物品払出装置１の下面を覆うカバーである。また、フロン
トカバー２０は、アンダーパネル３０と、遊技パネル４０とから構成され、物品払出装置
１の正面を覆うカバーである。
【００１２】
　アンダーパネル３０には、カプセル払出口３２が形成されている。このカプセル払出口
３２は、後述するシーソー３０８の前側の下部と連通している。そのため、後述するカプ
セル払出ボタン３１４を押すと、シーソー３０８に載ったカプセルＣをカプセル払出口３
２から払い出すことができる。なお、後述するシーソー３０８の後側の下部は、後述する
打ち上げ機構４００のダクト４０４の受入口４０４ａと連通している。
【００１３】
　遊技パネル４０には、後述する打ち上げ機構４００のダクト４０４の払出口４０４ｂと
連通する受入口４０ａと、受入口４０ａから受け入れたカプセルＣが振り分けられる遊技
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面４０ｂとが形成されている（図５参照）。この受入口４０ａは、後述するダクト４０４
の払出口４０４ｂと連通している。この遊技面４０ｂには、切欠４２ａを有するステージ
４２と、ステージ４２の下に位置する複数（この例では、５本）の調整釘４４と、調整釘
４４の下に位置するセンターポケット４６と、センターポケット４６の左右に位置するサ
イドポケット４８、４８とが形成されている。このセンターポケット４６の記載が、特許
請求の範囲に記載の「当たりポケット」に相当する。

                                                                                
【００１４】
　また、この遊技面４０ｂは、透明なカバーである表面カバー５０によって覆われている
。なお、センターポケット４６は、後述するリプレイ機構５００の案内ダクト５０４に連
通している。また、左右のサイドポケット４８、４８は、これら左右のサイドポケット４
８、４８の真下に形成されているカプセル払出口４８ａ、４８ａと連通している。
【００１５】
　これにより、左右のサイドポケット４８、４８に入り込んだカプセルＣを払い出すこと
ができる（カプセルＣを手に取ることができる）。また、調整釘４４は、遊技面４０ｂに
対する差し込み角度を調整可能となっている。ここで、調整釘４４の調整方法を説明する
。調整釘４４は、その基端側に一体を成すように形成されているネジ（図示しない）に対
して僅かに傾いた状態となるように形成されている。
【００１６】
　そして、この調整釘４４は、そのネジが遊技面４０ｂを貫通する格好となるようにネジ
によって遊技面４０ｂに螺合されている。そのため、このネジの回転位置を遊技面４０ｂ
の背面側から調整することにより、遊技面４０ｂに対する調整釘４４の傾きを調整できる
。このように調整釘４４の傾きを調整できると、カプセルＣがセンターポケット４６また
は左右のサイドポケット４８、４８のいずれかに入り込む確率を任意に調整できる。フロ
ントカバー２０は、このように構成されている。
【００１７】
　次に、図６～９を参照して、フロントカバー２０の動作を説明する。図６に示すように
、受入口４０ａから送り込まれてきたカプセルＣは、ステージ４２と複数の調整釘４４と
を介して振り分けられた後に（図７参照）、センターポケット４６または左右のサイドポ
ケット４８、４８のいずれかに入り込むこととなる（図８～９参照）。なお、図８に示す
ように、カプセルＣがセンターポケット４６に入り込むと抽選が当たった状態となる。こ
のように当たった状態となることが、特許請求の範囲に記載の「所定の条件の成立」に相
当する。
【００１８】
　これとは逆に、図９に示すように、カプセルＣが左右のサイドポケット４８、４８のい
ずれかに入り込むと抽選が外れた状態となる。このようにカプセルＣが左右のサイドポケ
ット４８、４８のいずれかに入り込むと、その真下に形成されているカプセル払出口４８
ａからカプセルＣは払い出される。
【００１９】
　また、リアサイドカバー６０は、物品払出装置１の左右の側面と後面とを覆うカバーで
ある（図４参照）。このリアサイドカバー６０の内部には、案内板７２を有するカプセル
収容カバー７０が組み付けられている。このカプセル収容カバー７０により、物品払出装
置１の内部に複数のカプセルＣを収容できる。この記載が、特許請求の範囲に記載の「収
容部」に相当する。また、この案内板７２により、後述するドラム機構２００の縦回転ド
ラム２０４の下側に位置する払出口２０４ｂに向けてカプセルＣを案内できる。
【００２０】
　また、アッパカバー８０は、物品払出装置１の上面を覆うカバーである。本体カバーは
、これらベースカバー１０、フロントカバー２０、リアサイドカバー６０、アッパカバー
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８０とから内部に空間を有するように構成されている。
【００２１】
　次に、各種機構（ハンドル機構１００、ドラム機構２００、選択機構３００、打ち上げ
機構４００、リプレイ機構５００）を説明する。まず、図１０～１５を参照して、ハンド
ル機構１００から説明する。ハンドル機構１００は、図１０～１１に示すように、主とし
て、ベースカバー１０に固着されたベース１０２と、このベース１０２に枢着された（回
転可能に組み付けられた）ハンドルロッド１０４と、このハンドルロッド１０４の前端に
固着されたハンドル１０６と、このハンドルロッド１０４の後端に固着された連結ピン１
０８とから構成されている。
【００２２】
　連結ピン１０８には、周面に複数の係合歯１１０ａを有するラチェット１１０が固着さ
れている。また、ベース１０２には、このラチェット１１０の係合歯１１０ａに係合可能
なブラケット１１２が枢着されている。これにより、ハンドル１０６の回転方向が一方向
（図１４において、矢印方向）となるように規制できる。また、ハンドルロッド１０４に
は、切欠溝１１４ａを有するリング１１４が固着されている。
【００２３】
　また、ベース１０２には、この切欠溝１１４ａに嵌合可能なストッパ１１６が枢着され
ている。このストッパ１１６は、常時、その先端１１６ａが切欠溝１１４ａに嵌合する方
向に付勢されている。そのため、ハンドル１０６が初期状態にあると、ストッパ１１６の
先端１１６ａがリング１１４の切欠溝１１４ａに嵌合した状態となっている。
【００２４】
　これにより、常時、ハンドル１０６の操作が規制された状態（ハンドル１０６のロック
状態）となっている。また、このストッパ１１６には、後述するリプレイ機構５００のラ
ック５０８の切欠５０８ａが嵌まり込んだ状態となっている。ハンドル機構１００は、こ
のように構成されている。
【００２５】
　次に、ハンドル機構１００の動作を説明する。図１２に示すように、ベース１０２に形
成されているコイン投入口１０２ａに所定のコインＭを投入すると、この投入したコイン
Ｍの自重によってストッパ１１６が自身に作用する付勢力に抗して回動する（図１３参照
）。このようにコインＭを投入することが、特許請求の範囲に記載の「所定の条件の成立
」に相当する。これにより、リング１１４の切欠溝１１４ａからストッパ１１６の先端１
１６ａの嵌合が脱落するため、ハンドル１０６のロック解除状態となる。
【００２６】
　このようにロック解除状態になるとハンドル１０６を回転させることができる（図１４
参照）。なお、既に説明したように、ストッパ１１６は、常時、その先端１１６ａが切欠
溝１１４ａに嵌合する方向に付勢されているため、ハンドル１０６を一回転させると、ハ
ンドル１０６はロック状態に戻される（図１５参照）。
【００２７】
　次に、図１６～２０を参照して、ドラム機構２００を説明する。ドラム機構２００は、
図１６～１７に示すように、主として、ベースカバー１０に固着されたベース２０２と、
このベース２０２に枢着された縦回転ドラム２０４とから構成されている。ベース２０２
には、複数のギヤから成る連動ギヤ群２０６が枢着されている。この連動ギヤ群２０６の
ギヤの１つ（図１６において、連動ギヤ群２０６における複数のギヤのうちの一番大きな
ギヤ）は、ハンドル機構１００の連結ピン１０８と固着されている。
【００２８】
　また、この連動ギヤ群２０６における複数のギヤの他の１つのギヤは、後述する縦回転
ドラム２０４のギヤ２０４ａに噛み合った状態となっている。また、縦回転ドラム２０４
の外周面には、ギヤ２０４ａが形成されている。これらギヤ２０４ａと連動ギヤ群２０６
とのギヤ比は、ハンドル１０６を一回転させると、縦回転ドラム２０４が半回転するよう
に設定されている。
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【００２９】
　また、縦回転ドラム２０４には、カプセル収容カバー７０からのカプセルＣの受け入れ
と、この受け入れたカプセルＣの払い出しを兼ねる貫通孔２０４ｂ、２０４ｂが２つ形成
されている。なお、この貫通孔２０４ｂは、縦回転ドラム２０４の下端に到達したとき、
カプセル収容カバー７０からカプセルＣを受け入れ可能となっており、縦回転ドラム２０
４の上端（アナログ時計の針における１２時の位置）に到達したとき、カプセルＣを払い
出し可能となっている。
【００３０】
　なお、この貫通孔２０４ｂが縦回転ドラム２０４の上端に到達すると、後述する選択機
構３００のシーソー３０８と連通することとなる。これら２つの貫通孔２０４ｂは、図１
７からも明らかなように、縦回転ドラム２０４の回転軸の軸対称となるように形成されて
いる。なお、縦回転ドラム２０４の枢着方向は、前後方向を軸方向とする軸回りに回転可
能な方向となっている。ドラム機構２００は、このように構成されている。
【００３１】
　次に、ドラム機構２００の動作を説明する。図１８に示すように、縦回転ドラム２０４
は、その貫通孔２０４ｂが縦回転ドラム２０４の下端に位置するように回動すると、この
下端に位置した貫通孔２０４ｂにカプセル収容カバー７０の案内板７２（図１８において
、図示しない）からカプセルＣが送り込まれることとなる。この状態からハンドル１０６
を回転させていくと、ギヤ２０４ａおよび連動ギヤ群２０６を介して縦回転ドラム２０４
も回動していく（図１９参照）。
【００３２】
　そして、ハンドル１０６を一回転させると、既に説明したように、縦回転ドラム２０４
も半回転することとなる（図２０参照）。これにより、カプセルＣが案内された貫通孔２
０４ｂは縦回転ドラム２０４の上端に到達する。したがって、このカプセルＣは、その自
重により後述する選択機構３００のシーソー３０８に載せられるように転がっていく。
【００３３】
　次に、図２１～２６を参照して、選択機構３００を説明する。選択機構３００は、図２
１～２２に示すように、主として、ドラム機構２００のベース２０２に固着されたベース
３０２と、このベース３０２の前側に固着されたフロントカバー３０４と、これらベース
３０２とフロントカバー３０４との上側に固着され透明なカバーであるアッパカバー３０
６と、このフロントカバー３０４の内面を橋渡すように枢着されたシーソー３０８とから
構成されている。
【００３４】
　ベース３０２には、回転軸３０２ａを介して第１のギヤ３０２ｂと、この第１のギヤ３
０２ｂに固着された第２のギヤ３０２ｃとが枢着されている。なお、これら両ギヤ３０２
ｂ、３０２ｃは、トーションばね（図示しない）を介してベース３０２に組み付けられて
いる。フロントカバー３０４には、その上下に上開口３０４ａ、下開口３０４ｂが形成さ
れている。
【００３５】
　この上開口３０４ａには、カプセル取替ボタン３１２が挿し込まれた状態で組み付けら
れている。このカプセル取替ボタン３１２には、後述するシーソー３０８のピン３０８ｃ
を押し当て可能なアーム３１２ａが形成されている。一方、下開口３０４ｂには、カプセ
ル払出ボタン３１４が挿し込まれた状態で組み付けられている。このカプセル払出ボタン
３１４には、第１のギヤ３０２ｂに噛み合い可能なラック３１４ｂを有するアーム３１４
ａが形成されている。
【００３６】
　また、シーソー３０８の回転軸を成す枢着軸３０８ａの外周面には、第２のギヤ３０２
ｃに噛み合い可能なギヤ３０８ｂが形成されている。また、シーソー３０８の後側の上面
（カプセルＣの載置面）は、端部に向けて登り傾斜を成す傾斜面３０８ｄが形成されてい
る。この傾斜面３０８ｄは、その長手方向がシーソー３０８の短手方向より後側を向くよ
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うに形成されている。なお、シーソー３０８の後側の下面とベース３０２との間には圧縮
ばね（図示しない）が配置されている。選択機構３００は、このように構成されている。
【００３７】
　次に、選択機構３００の動作を説明する。図２３～２４に示すように、ドラム機構２０
０の縦回転ドラム２０４の貫通孔２０４ｂから転がってきたカプセルＣは、シーソー３０
８に載せられた状態に保持される。この状態になると、保持されたカプセルＣの中の景品
をアッパカバー３０６（図２３～２４において、アッパカバー３０６を図示しない）を介
して確認できる。
【００３８】
　この図２３～２４に示す状態から、カプセル払出ボタン３１４を押すと、この押し込み
に伴ってラック３１４ｂを介して第１のギヤ３０２ｂと共に第２のギヤ３０２ｃが回動す
る。これにより、シーソー３０８のギヤ３０８ｂも回動するため、シーソー３０８も前側
に向けて回動していく（図２５参照）。したがって、シーソー３０８に載ったカプセルＣ
をアンダーパネル３０のカプセル払出口３２から払い出すことができる。なお、カプセル
払出ボタン３１４の押し込みを解消すると、トーションばねの付勢力によりシーソー３０
８は回動前の状態に戻される。
【００３９】
　これとは逆に、この図２３～２４に示す状態から、カプセル取替ボタン３１２を押すと
、この押し込みに伴ってアーム３１２ａがシーソー３０８のピン３０８ｃを押し込んでい
く。これにより、ピン３０８ｃがシーソー３０８の枢着軸３０８ａの軸周りに回動するた
め、シーソー３０８も後側に向けて回動していく。
【００４０】
　したがって、シーソー３０８に載ったカプセルＣを後述する打ち上げ機構４００のダク
ト４０４の受入口４０４ａ（図２６において、いずれも図示しない）に送り込むことがで
きる（図２６参照）。このとき、シーソー３０８に載ったカプセルＣは、シーソー３０８
の上面を後側に向けて転がっていく。しかし、シーソー３０８の傾斜面３０８ｄにより、
この転がりは、やがて規制されるため、以降、このカプセルＣは、右斜め後側に向けて転
がっていき、打ち上げ機構４００のダクト４０４の受入口４０４ａに送り込まれる。なお
、カプセル取替ボタン３１２の押し込みを解消すると、圧縮ばねの付勢力によりシーソー
３０８は回動前の状態に戻される。
【００４１】
　次に、図２７～３９を参照して、打ち上げ機構４００を説明する。打ち上げ機構４００
は、図２７～２９に示すように、主として、ベースカバー１０に固着されたベース４０２
と、このベース４０２の内側に固着されたダクト４０４と、このベース４０２に枢着され
たレバー４０６とから構成されている。
【００４２】
　ベース４０２には、略Ｃ字を成すカム面４０８ａを有するカム部材４０８が形成されて
いる。このカム部材４０８は、そのカム面４０８ａと後述するショートアーム４１０の枢
着軸４１０ａとの間の距離が上側から下側に向かって徐々に短くなるように形成されてい
る。また、このカム部材４０８には、枢着軸４１０ａを介してショートアーム４１０が枢
着されている。
【００４３】
　このショートアーム４１０の外周面の一部には、ギヤ４１０ｂが形成されている。また
、このショートアーム４１０の裏面（ベース４０２と対向する面）には、ショートアーム
４１０の半径方向に沿って切欠溝４１０ｃが形成されている。この切欠溝４１０ｃには、
圧縮ばね４１４を介してスライダ４１２が組み付けられている。これにより、常時、スラ
イダ４１２の先端４１２ａをカム部材４０８のカム面４０８ａに向けて付勢できる。
【００４４】
　また、この切欠溝４１０ｃには、その長手方向に沿って長孔４１０ｄが形成されている
。これにより、スライダ４１２に形成されている突起４１２ｂを後述するロングアーム４
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１６の長孔（第１の長孔４１６ａ、第２の長孔４１６ｂ）に挿し込むことができる。また
、このカム部材４０８には、枢着軸４１０ａを介してロングアーム４１６が枢着されてい
る。
【００４５】
　すなわち、このカム部材４０８には、ショートアーム４１０とロングアーム４１６とが
同一の枢着軸４１０ａを介して枢着されている。このロングアーム４１６には、ショート
アーム４１０の長孔４１０ｄに対応する格好を成す第１の長孔４１６ａと、その半径方向
に沿って第２の長孔４１６ｂとが形成されている。なお、このロングアーム４１６の先端
と後述するダクト４０４の上側との間には、ピン４１８ａを介して引っ張りばね４１８が
掛け止めされている。
【００４６】
　また、ダクト４０４は、一方側にカプセルＣを受け入れ可能な受入口４０４ａが形成さ
れ、他方側にカプセルＣを払い出し可能な払出口４０４ｂが形成された略Ｃ字を成す筒状
に構成されている。また、ダクト４０４の内部には、受入口４０４ａから受け入れたカプ
セルＣを払出口４０４ｂに向けて打ち上げる打ち上げ台４２２がガイド棒４０４ｄに沿っ
て昇降可能に組み付けられている。
【００４７】
　この打ち上げ台４２２は、ダクト４０４に形成されている長孔４０４ｃを介してピン４
１８ａに固着されている。また、ダクト４０４の内部における打ち上げ台４２２の上流側
には、カプセル送りアーム４２０が枢着されている。このカプセル送りアーム４２０には
、打ち上げ台４２２が下降してくると、下降した打ち上げ台４２２が干渉する動作片４２
０ａが形成されている。
【００４８】
　この干渉により、カプセル送りアーム４２０が半回転するため、カプセル送りアーム４
２０に載せられているカプセルＣが打ち上げ台４２２に載せられる。なお、受入口４０４
ａから受け入れられたカプセルＣは、その自重によってカプセル送りアーム４２０に載せ
られるように転がっていく。
【００４９】
　また、レバー４０６は、ベース４０２に固着された架台４２４に枢着されている。この
レバー４０６には、ショートアーム４１０のギヤ４１０ｂに噛み合い可能なピニオンギヤ
４０６ａが固着されている。なお、このレバー４０６は、購入者が操作すると、この操作
が行われる前の状態にもどるように引っ張りばね４０６ｂを介して架台４２４に枢着され
ている。打ち上げ機構４００は、このように構成されている。
【００５０】
　次に、打ち上げ機構４００の動作を説明する。図３０～３１に示すように、ダクト４０
４の受入口４０４ａにカプセルＣが送り込まれてくると、この送り込まれたカプセルＣは
、その自重によって転がっていきカプセル送りアーム４２０に載せられる（図３２～３３
参照）。
【００５１】
　この状態から、レバー４０６を操作すると（レバー４０６を押し下げると）、両ギヤ４
０６ａ、４１０ｂを介してショートアーム４１０が下方に向けて回動する。したがって、
スライダ４１２の突起４１２ｂを介して引っ張りばね４１８の付勢力に抗してロングアー
ム４１６もショートアーム４１０と共に下方に向けて回動する。このとき、スライダ４１
２は、その先端４１２ａがカム部材４０８のカム面４０８ａに徐々に押し戻されている。
【００５２】
　また、このとき、打ち上げ台４２２も徐々に下降している。やがて、レバー４０６の操
作が完了すると（レバー４０６を完全に押し下げると）、ロングアーム４１６に連れられ
て下降してきた打ち上げ台４２２がカプセル送りアーム４２０の動作片４２０ａに干渉す
るため、既に説明したように、カプセル送りアーム４２０に載せられているカプセルＣは
打ち上げ台４２２に載せられる（図３４～３５参照）。
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【００５３】
　この直後に、スライダ４１２の突起４１２ｂは、ロングアーム４１６の第１の長孔４１
６ａの基端（第１の長孔４１６ａのうち、第２の長孔４１６ｂとの接合部）に到達するた
め、ロングアーム４１６はショートアーム４１０と共に引っ張りばね４１８の付勢力によ
って回動前の状態へと戻される。これにより、打ち上げ台４２２は上昇するため、カプセ
ルＣはダクト４０４の内部で打ち上げられる（図３６～３７参照）。したがって、打ち上
げられたカプセルＣは、ダクト４０４の払出口４０４ｂから払い出される（図３８～３９
参照）。
【００５４】
　最後に、図４０～４５を参照して、リプレイ機構５００を説明する。リプレイ機構５０
０は、図４０～４２に示すように、主として、ハンドル機構１００のベース１０２に固着
されたベース５０２と、このベース５０２に固着された案内ダクト５０４とから構成され
ている。
【００５５】
　ベース５０２には、後述する案内ダクト５０４のクランク部５０４ａに位置するように
略Ｌ字状を成すテコ５０４ｂがばね（図示しない）を介して枢着されている。このテコ５
０４ｂは、クランク部５０４ａにカプセルＣが留まると作動する（押し下げられる）よう
に構成されている。また、ベース５０２には、テコ５０４ｂに連結したピニオンギヤ５０
６が枢着されていると共に、このピニオンギヤ５０６に噛み合うラック５０８が引っ張り
ばね５１０を介して組み付けられている。
【００５６】
　このラック５０８の下端には、ハンドル機構１００のストッパ１１６のロック解除ピン
１１６ｂに係合する切欠５０８ａが形成されている。また、ベース５０２には、後述する
案内ダクト５０４のクランク部５０４ａに位置するように送り出しバー５１２が組み付け
られている。この送り出しバー５１２に形成されているギヤ５１２ａは、補助ベース５０
２ａに組み付けられている複数のギヤから成る連動ギヤ群５１４を介してドラム機構２０
０の縦回転ドラム２０４のギヤ２０４ａに連結している。これにより、縦回転ドラム２０
４が作動すると、このクランク部５０４ａに留まったカプセルＣを払い出すことができる
。
【００５７】
　また、案内ダクト５０４は、遊技パネル４０のセンターポケット４６から送り込まれた
カプセルＣをカプセル収容カバー７０に送り込み可能にダクト状に形成されている。この
案内ダクト５０４は、その平面視において、クランク部５０４ａを有するように形成され
ている。このクランク部５０４ａは、僅かに凹んだ形状を成している。これにより、この
クランク部５０４ａにて、センターポケット４６から送り込まれたカプセルＣを、一旦、
留まらせることができる。リプレイ機構５００は、このように構成されている。
【００５８】
　次に、リプレイ機構５００の動作を説明する。図４３～４５に示すように、遊技パネル
４０のセンターポケット４６から転がってきたカプセルＣは、一旦、案内ダクト５０４の
クランク部５０４ａに留まることとなる。すると、カプセルＣの自重によりテコ５０４ｂ
が作動する。これにより、ピニオンギヤ５０６が回転するため、ラック５０８が引っ張り
ばね５１０の付勢力に抗して下方に向けて動いていく。そのため、動いたラック５０８に
よりハンドル機構１００のストッパ１１６のロック解除ピン１１６ｂが押し下げられる。
すなわち、ストッパ１１６が自身に作用する付勢力に抗して回動する。これにより、コイ
ン投入口１０２ａに所定のコインＭを投入した状態と同じ状態となる。したがって、ハン
ドル１０６がロック解除状態になる。
【００５９】
　このようにロック解除状態になると、ハンドル１０６を操作できるため、このハンドル
１０６の操作によりドラム機構２００の縦回転ドラム２０４が回転すると、この縦回転ド
ラム２０４のギヤ２０４ａにより連動ギヤ群５１４を介して送り出しバー５１２が作動す
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る。したがって、クランク部５０４ａに留まっているカプセルＣを払い出すことができる
。なお、払い出されたカプセルＣは、カプセル収容カバー７０に戻される。また、ハンド
ル１０６を一回転させると、既に説明したように、ハンドル１０６はロック状態に戻され
る。
【００６０】
　続いて、図４６を参照して、上述した本体カバー（ベースカバー１０、フロントカバー
２０、リアサイドカバー６０、アッパカバー８０）と、上述した各種機構（ハンドル機構
１００、ドラム機構２００、選択機構３００、打ち上げ機構４００、リプレイ機構５００
）とから構成されている物品払出装置１の一連の動作を説明する。
【００６１】
　まず、コイン投入口１０２ａにコインＭを投入する操作を行う（Ｓ１）。すると、ハン
ドル１０６がロック状態からロック解除状態に切り替わるため、ハンドル１０６を回す操
作を行う（Ｓ２）。これにより、縦回転ドラム２０４が回動するため、カプセル収容カバ
ー７０に収容されているカプセルＣが縦回転ドラム２０４の払出口２０４ｂから払い出さ
れてシーソー３０８に載せられる（Ｓ３）。
【００６２】
　ここでの払い出しは、まだ、仮払いである。すなわち、ここでの払い出しは、購入者が
カプセルＣを手に取ることができない状態の払い出しである。したがって、アッパカバー
３０６を介してカプセルＣの中の景品を確認できる（Ｓ４）。次に、確認したカプセルＣ
の景品が欲しい景品であるか否かを判断する（Ｓ５）。このＳ５において、確認した景品
が欲しい景品であれば（ＹＥＳの場合）、カプセル払出ボタン３１４を押す操作を行う（
Ｓ６）。
【００６３】
　すると、シーソー３０８が前側に向けて作動するため、シーソー３０８に載せられてい
るカプセルＣはアンダーパネル３０のカプセル払出口３２から払い出されて（Ｓ７）ステ
ップが終了する。ここでの払い出しは、本払いである。すなわち、ここでの払い出しは、
購入者がカプセルＣを手に取ることができる状態の払い出しである。
【００６４】
　一方、Ｓ５において、確認した景品が欲しくない景品であれば（ＮＯの場合）、カプセ
ル取替ボタン３１２を押す操作を行う（Ｓ８）。すると、シーソー３０８が後側に向けて
作動するため、シーソー３０８に載せられているカプセルＣはダクト４０４の受入口４０
４ａを介してカプセル送りアーム４２０に載せられるように移動して（転がって）いく（
Ｓ９）。次に、レバー４０６を押し下げる操作を行う（Ｓ１０）。
【００６５】
　すると、カプセルＣが打ち上げられる（Ｓ１１）。打ち上げられたカプセルＣは、遊技
パネル４０の受入口４０ａからステージ４２と複数の調整釘４４とを介して振り分けられ
る（Ｓ１２）。この振り分けられた後に、カプセルＣはセンターポケット４６または左右
のサイドポケット４８、４８のいずれかに入り込む（Ｓ１３）。
【００６６】
　このＳ１３において、カプセルＣが左右のサイドポケット４８、４８のいずれかに入り
込むと（ＮＯの場合）、抽選が外れた状態となるため、カプセルＣは遊技パネル４０のカ
プセル払出口４８ａから払い出されて（Ｓ１４）ステップが終了する。ここでの払い出し
は、本払いである。すなわち、ここでの払い出しは、購入者がカプセルＣを手に取ること
ができる状態の払い出しである。
【００６７】
　一方、Ｓ１３において、カプセルＣがセンターポケット４６に入り込むと（ＹＥＳの場
合）、抽選が当たった状態となるため、Ｓ２へと戻される。なお、センターポケット４６
に入り込んだカプセルＣは、リプレイ機構５００を介してカプセル収容カバー７０へ戻さ
れる。以降、ステップが終了するまで、上記の各ステップを繰り返す。
【００６８】
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　本発明の実施例に係る物品払出装置１は、上述したように構成されている。この構成に
よれば、カプセルＣは、物品払出装置１から払い出される（本払いされる）前に、一旦、
仮払いされた状態となる。そして、仮払いされたカプセルＣの景品が欲しい景品であれば
、そのまま、カプセルＣを払い出すことができる（本払いできる）。一方、仮払いされた
カプセルＣの景品が欲しくない景品であれば、抽選に進むことができ、この抽選に当たれ
ば、再度、別のカプセルＣを仮払いできる。したがって、欲しい景品が入ったカプセルＣ
が仮払いされるまで、カプセルＣの払い出しを繰り返すことができるため、欲しくない景
品が入ったカプセルＣの払い出しを極力抑えることができる。もちろん、抽選に外れると
、仮払いされたカプセルＣは、そのまま、払い出される（本払いされる）。また、この抽
選は、レバー４０６の操作等、人の手の介入の余地があるため、遊技性を高めることがで
きる。
【００６９】
　また、この構成によれば、物品払出装置１は、仮払いしたカプセルＣを、一旦、持ち上
げてからカプセル収容カバー７０へ戻す打ち上げ機構４００を備えている。そのため、例
えば、持ち上げたカプセルＣの落下を利用して抽選を行うことができる。
【００７０】
　上述した内容は、あくまでも本発明の一実施の形態に関するものであって、本発明が上
記内容に限定されることを意味するものではない。
　実施例では、抽選は、遊技パネル４０による振り分けによってカプセルＣがセンターポ
ケット４６または左右のサイドポケット４８、４８のいずれかに入り込むことによって行
われる形態を説明した。しかし、これに限定されるものでなく、制御装置によって行って
も構わない。
【００７１】
　また、実施例では、物品がカプセルＣである形態を説明した。しかし、これに限定され
るものでなく、各種の商品であっても構わない。また、実施例では、調整釘４４によって
、カプセルＣがセンターポケット４６または左右のサイドポケット４８、４８のいずれか
に入り込む確率を任意に調整できる形態を説明した。しかし、これに限定されるものでな
く、調整釘４４に代わって、風車や案内板等によって実施しても構わない。
【符号の説明】
【００７２】
１　　　物品払出装置
４０　　遊技パネル（抽選機構）
７０　　カプセル収容カバー（収容部）
１０６　ハンドル
２００　ドラム機構
３００　選択機構
Ｃ　　　カプセル（物品）
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